
人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について（答申）（中教審第 212 号） 

(2018 年 12 月)  

第 1 章第 1 節「地域における社会教育の意義と果たすべき役割」から抜粋 

 
(1) 教育基本法第３条においては、生涯学習の理念として、「国民一人一人が、自己の人

格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機会

に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのでき

る社会の実現が図られなければならない。」と規定されている。生涯学習は、学校教

育や社会教育を通じた意図的・組織的な学習はもちろん、個人の学習や様々な活動か

ら得られる意図的ではない学習も含む幅広い概念である。 
 

(2) その中で、社会教育は、社会教育法において「学校の教育課程として行われる教育活

動を除き、主として青少年及び成人に対して行われる組織的な教育活動（体育及びレ

クリエーションの活動を含む。）をいう。」と定義されるとおり、学校教育の領域を除

いたあらゆる組織的な教育活動を対象とするものであり、個人が生涯にわたって多

様な学習を行い、その成果を生かす実践の機会を提供するものとして、生涯学習社会

の実現に向けて中核的な役割を果たすべきものである。 
 

(3) 社会教育は、そこでの学びを通じて個人の成長を期するとともに、他者と学び合い認

め合うことで相互のつながりを形成していくものであることがその特徴といえる。

特に、他者との交流を通じて、新たな気づきや学びや活動への動機付けが更に進み、

より主体的な学びや活動へとつながっていくことも社会教育の強みと考えられ、戦

後の社会教育はこのような強みを生かしながら、学び合い支え合う地域づくりに貢

献してきた。今後、人口減少など社会の大きな変化の中にあって、住民の主体的な参

画による持続可能な社会づくり、地域づくりに向けて、社会教育はこれまで以上に役

割を果たすことが期待されている。 
 

(4) とりわけ、地域における社会教育は、住民個々人、住民相互、住民と地域社会という

それぞれの局面において特色や機能を有している。 
 

(5) まず、住民個々人に着目すると、地域における住民の学びは、健康な暮らし、安全な

暮らし、子育て、趣味・教養の充実、職業的・社会的課題への対応、生きがいづくり

など、個人の問題意識や関心をきっかけとして行われ、その学びの過程を通じて個人

の知的欲求が満たされ、生活の改善や、人間としての成長、自己実現につながってい

くことが期待される（人づくりという側面）。 
 

(6) また、住民相互の関わりという点では、社会教育における学びの場では、住民の学び

を通じたつながりの輪の中で、同様の悩みや類似の関心を持つ者同士の助け合いや、

異なる意見を持つ他者との対話や議論が生まれる。このような相互学習を通じて、相

互に理解し認め合うことによる自己肯定感や幸福感、つながり意識などが醸成され、
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住民同士の絆が強まるなどの効果がもたらされると考えられる（つながりづくりと

いう側面）。 
 

(7) そして、住民と地域社会との関わりという点では、上述した住民相互のつながりや相

互に認め合う関係は、生き生きとした地域コミュニティを形成し、地域が直面する

様々な課題の解決に向けた住民の主体的な活動を活発化させるための基盤を形成す

るものとして機能する。地域で共に学び、問題意識を共有したり、相互に認め合い、

自らが地域の中に居場所を持っているという肯定感を得たりする過程を通じて、地

域に対する愛着や誇り、帰属意識が育まれる。このことは、住民同士が対話や議論を

通じて地域の将来像を考え、自らも当事者としてよりよい地域づくりに持続的に取

り組もうとする意欲にもつながるものである（地域づくりという側面）。例えば、自

然災害等による被災時にも、日頃から公民館活動が活発であるなど、社会教育が盛ん

な地域では、住民主体での避難所運営等が円滑に進められることが多いなどの指摘

もあり、地域づくりに関わる政策全体の基盤として社会教育は大きな役割を果たす

ものと考えられる。 
 

(8) なお、社会教育を通じた「人づくり」や「つながりづくり」は、それ自体が一人一人

にとって大きな意義を有するものであるとともに、人口減少時代の地域が直面する

様々な困難な状況の中で、地域を活性化し、住民が主体的に課題を発見し共有し解決

していく持続的な「地域づくり」につながっていく意義を持つものであることに留意

する必要がある。 
 

(9) さらに、学びを学びで終わらせるのではなく、その成果を地域の活動の中で積極的に

生かすことは、誰かの役に立っているという喜びをもたらし、より積極的に地域の活

動に参画する熱意や、更なる課題解決のために新たな学びを求めるといった、持続的

な学びと活動の循環につながっていく。人生 100 年時代を迎え、家族や学校、仕事

に加え、地域での生きがいある活動に世代を問わず参加することは、一人一人の人生

をより充実したものとする上で大きな意義を持つと考えられる。 
 

(10) このように、社会教育は、個人の成長と地域社会の発展の双方に重要な意義と役

割を持つものであり、その要となるのが、学びの場を通じた住民相互のつながりであ

る。人口減少や、コミュニティの衰退を受けて、住民参画による地域づくりがこれま

で以上に求められる中、社会教育を基盤とした人づくり・つながりづくり・地域づく

りの重要性は地方行政全体を通じてますます大きくなっている。住民が生き生きと

した生活を送るとともに、各地域の住民の創意工夫に基づく地域づくりを進めるこ

とは、若者や地域外の人々にとっても、その地域に住みたいという魅力につながる。

こうした時代の要請の高まりの中で、社会教育は社会に対してより開かれたものと

して、また、住民相互のつながりを提供する場として、新たな展開を図ることが求め

られている。行政としては、そのための環境の整備にこれまで以上に取り組む必要が

ある。 


